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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業計画書

委員会名:
長岡の未来特別委員会
委員長名:
佐藤直樹
事業名:

7月担当公開例会 未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～
文書名:

長岡の未来特別委員会7月公開例会ス協1
文書作成者:
池田治
作成日:

平成26年02月06日

室長確認日:
平成26年02月07日


【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
私たち一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）は地域に根差した団体としてより一層まちの発展を考えた時、過去に幾度となく復興を遂げた時代に生きた長岡人の気概を未来への道しるべとして歩んでまいりました。これからも、私たちは長岡の未来を担う世代として、率先して世代性別を問わず市民を巻き込み、共に長岡の発展に向けて歩み続けることが必要とされます。
2. 事業目的(対外)
例会通じて市民一人ひとりが長岡人の気概を意識し、幾度となく復興を遂げた時代から、未来へ向けて長岡の姿を創造していく為に、ど真ん中に立って行動できる当事者意識を向上させることを目的とします。

事業目的(対内)
例会通じて市民一人ひとりが長岡人の気概を意識し、幾度となく復興を遂げた時代から、未来へ向けて長岡の姿を創造していく為に、地域のリーダーとして、ど真ん中に立って市民と共に行動できる人財の育成を目的とします。

3. 事業の対象者

(1)対外対象者:
長岡市民、長岡に関心のある方
(2)対内対象者:
　　長岡JCメンバー


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:
平成26年07月15日(火)
(2)実施時間:
19:00～21:05
(3)設営時間:
15:00～21:30
2. 実施会場

(1)会場名: 長岡リリックホール（長岡市千秋3丁目1356-6）

シアター　収容人数：450席

講師控室　審査員１室（個室）、長岡市長１室（個室）、楽屋2室
3. 参加員数計画並びに参加推進方法

(1)対外対象者

　　①作品応募対象者

　　　長岡市民、長岡に関心のある方
　　②授賞式参加対象者

一般・応募者含め　先着約280名
(2)対内対象者

長岡JCメンバー156人（平成26年02月06日現在）
　
(3)参加推進方法

　　・募集映像を使用し、NCT、YOUTUBE、アオーレビジョンなどを利用した募集をします。
　　・応募用ポスターを作成し、ポスター配布リストを中心に、広く募集をします。

　　・教育委員会を通じて学校と連携します。
　　・市政だよりに掲載します。
　　・長岡JCホームページで告知をいたします。
　　・プレスリリースを行います。
4. 外部協力者(協力種別)
長岡市、長岡造形大学、長岡ロケなび、長岡観光コンベンション協会、FMながおか、株式会社エヌ・シィ・ティ、各新聞社、テレビ局各社
5. 引用著作物の有無

なし
6. 実施組織

(1)組織図

＜事前準備＞　
	

項目
	担当者

	統括責任者
	佐藤直樹委員長

	チーフ
	池田治副委員長

	サブチーフ
	松本光央

	全般補佐、出欠取り纏め
	青柳恵介運営幹事

	会計
	野上修佑会計幹事

	会場
	◎岸竜二

	シナリオ作成
	八木野寿人副委員長、松本光央、板山正樹

	広報
	◎光野和宏、高田光、水澤元博、吉田巌

	映像作成
	◎六車慎一郎、野上修佑会計幹事

	応募作品取り纏め
	◎伊丹正和、〇大川俊泰、渡部総一郎、鄭ダウン

	事前説明会（PPT）
	◎北澤晃、〇野村紘二、全委員会メンバー

	備品
	◎松本光央、野上修佑会計幹事


＜当日準備＞　
	

項目
	担当者

	統括責任者
	佐藤直樹委員長

	チーフ
	池田治副委員長

	サブチーフ
	松本光央

	全般補佐、出欠取り纏め
	青柳恵介運営幹事

	受付
	◎野上修佑会計幹事、吉田巌

	例会設営
	◎八木野寿人副委員長、光野和宏、高田光、水澤元博

	司会
	池田治副委員長、鄭ダウン

	映像、上映
	◎岸竜二、六車慎一郎

	来賓対応
	◎伊丹正和、〇大川俊泰、渡部総一郎

	会場準備、展示
	◎北澤晃、〇野村紘二、全委員会メンバー

	備品
	◎松本光央、板山正樹


　◎リーダー、〇サブリーダー
7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容
　【概　　　要】

　　　募集作品は15秒CM部門と短編動画部門、ポスター部門とします。応募受付締切後に当委員会と選考審査員で審査を行ったうえで、作品は例会当日に会場にて放映又は展示し、表彰を行います。応募については例会の趣旨を理解していただいた上で、長岡のPRに繋がる作品を募集します。
　【募集開始】

　　日　　　時：平成26年3月24日（月）～平成26年6月30日（月）
　　対象者：長岡市民、長岡に関心のある方
　　内容：対象者に対して媒体を通じ作品の応募を告知します。長岡JCのホームページに募集要項を掲示し、広く市民に募集をします。

　　　　　　　　告知資料（ポスター、募集要項、応募用紙、ストーリーボード募集CM）
　【事前説明会】
　　目　　　的：長岡市民を中心とした方から広く作品を募集するに当たって、対象者から例会の目的に一致した作品を制作していただける様に、趣旨目的を伝える説明会を行います。
　　日　　　時：平成26年4月22日（火）18:00～19:00

　　　　　　　　平成26年4月27日（日）14:00～15:00
　　場　　　所：まちなかキャンパス301
　　対　象　者：参加を検討する方、参加を検討している方
　　内　　　容：説明会ではPPTを使用し、 羽賀友信氏からのVTRを利用することで長岡人の気概を説明していただき、応募者自らが当事者意識を持って創作に当れるように本例会の目的などを伝えます。
【募集要項と審査方法】

　　①募集要項

　　　内　　　容：例会の趣旨目的や表現方法を明確に記載し、応募者が作品を制作する事に興味を持って取り組める内容として応募を募ります。申込みについては応募用紙または、長岡JCのホームページから申し込んでいただきます。
　　　　　　　　　募集要項
　　②審査方法
　　　内　　　容：応募された作品に対して公平な審査を行う為に、長岡における観光や芸術に関係する方に幅広く依頼し、審査を行います。また、募集締め切り後に審査会を開催し、例会当日はノミネート作品の上映と審査結果の発表、表彰式を行います。
審　査　日：平成26年7月5日（土）14:00～　　　　　　　　 　審査員依頼文
      審査場所：アオーレ　市民交流ホールA、シアターホール
審　査　員：長岡市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森民夫　様
◎大林宣彦監督　様

株式会社エヌ・シィ・ティ　　　　　　 代表取締役　澤田正彦　様

長岡造形大学　　　　　　　　　　　　　　　 学長　和田　裕　様
長岡ロケなび　　　　　　　　　　　　　　　 代表　渡辺千雅　様
長岡観光コンベンション協会　　　　　　　　 会長　二澤和夫　様
長岡移動電話システム株式会社　　　 　代表取締役　脇谷雄介　様
長岡まつり協議会　　　　　　　　　　　実行委員長　藤井 芳　様
新潟日報社　支社長
一般社団法人長岡青年会議所　　　　　　　　理事長　佐田直人
審査方法について　
【募集する作品について】

　　〇募集課題：主催者側から出された主題からいずれかを選んでいただき、市内外にPRできる作品として制作します。作品部門は①15秒CM、②60秒の短編動画、③ポスターとします。これまでに未発表の作品が対象です。質や完成度のみならず、主題をしっかりと伝えられる作品を審査・表彰します。

　　　　　　主題①：長岡人の気概

「主題内容」長岡に生きる私たちの心に有る気概とは何か。長岡の誇るべき気概を伝えることのできる作品を募集します。
　　　　　　　「参　　考」私たちの住む長岡は過去に幾多の災難に見舞われました。江戸から明治にかけて起こった戊辰戦争、先の大戦では長岡空襲、そして忘れもしない中越大震災。この災難を長岡人はどの様な気概で乗り越えてきたのか。私たちの心の原点にある気概を表現できる作品。

　　　　　　主題②：長岡まつり

「主題内容」観光としての視点のみではなく、長岡まつりが開催される由来や意味等を踏まえた作品を募集します。
　　　　　　　「参　　考」長岡まつりでは様々な事業が行われます。民謡流し、神輿渡御から、柿川灯籠流し、大花火大会など、それぞれが行われる由来等を紐解き発信できる様な作品。
　　　　　　主題③：中越大震災から10年

「主題内容」 震災から今日まで繋がってきた絆や、ここから未来へ進む上での希望を与えられるような作品を募集します。
　　　　　　　「参　　考」中越大震災発生から私たちは復興へ向けて進んできました。その過程で生まれた絆や市民協同等を、長岡の誇りとして未来に繋げていくことが大切です。過去から未来へ進むことを目的とした作品。
　〇作品部門：①15秒CM作品部門（最終選考　各9作品）
　　　　　　　　　
　　　　　　　　②短編動画部門（60秒）（最終選考　各9作品）

　　　　　　　　③ポスター部門（最終選考9作品）

※主題について各作品を作成していただきます。最優秀賞1名には長岡のPR素材として使用させていただきます。

※映像の最後2秒、又はポスターのどこかに主催者の提示するロゴを入れていただきます。

※①、②部門に於いては当日の放映前に60秒の作品をプレゼンする時間を設けていますので、ノミネートされた方にはプレゼン内容をごよういいただきます。
　【例会】

　　①セレモニー（シアター）
　　　○タイムスケジュール

　　　　17:30～18:00　　受付
　　　18:00～18:02　　開会
　　　18:02〜18:04    国歌独唱

　　　18:04～18:06　　JCソング斉唱
18:06～18:08    JCI Creed唱和
　　　18:08～18:10　　JCI Mission並びにJCI Vision唱和
　　　18:10～18:12　　JC宣言文朗読並びに綱領唱和
　　　18:12～18:14    長岡JC宣言唱和
      18:14～18:16　　議事録作成人及び議事録署名人の指名

　　　18:16～18:19　　理事長挨拶
　　　18:19～18:24　　専務理事報告

      18:24～18:29　　委員会PR
　　②短編CM部門（シアター）
　　　○タイムスケジュール

　　　　18:15～19:00　　一般受付
19:00～　　　　 開会
　　　　　　　　審査員入場

　　　　19:03～19:06　　OP映像
　　　　19:06～19:09　　理事長挨拶

　　　　19:09～19:12　　趣旨説明及び事業説明

　　　　19:12～19:18　　審査員紹介

　　　　19:18～20:18　　ノミネート作品上映及び紹介(60分)
　　　　20:18〜20:58　　審査員講評及び授賞作品発表/表彰
　　　　20:58〜21:03
写真撮影
        21:03～21:06　　委員長総括

　　　　21:06～21:07　　閉会

　　　　21:07～21:17　　審査員、来場者退場

　　　　21:17～21:20　　監事講評

　　　　21:20～21:21　　閉会
　　
　　　〇趣旨説明について

　　　　今回の例会を行うに当たった趣旨目的を掘り下げて説明し、過去から続くどの様なものをこれから未来に繋げていくべきかを再認識していただき、続いて放映されるノミネート作品に対してしっかりとした目的を感じていただける様に説明を行います。
〇各ノミネート作品上映について（60分）
　　　　「15秒CM部門」（9作品・18分）

　　　　120秒/1作品（司会30秒、自己紹介60秒、映像15秒、インターバル15秒）

　　　　「短編映像部門」（9作品・25分）

　　　　165秒/1作品（司会30秒、自己紹介60秒、映像60秒、インターバル15秒）
　　　　「ポスター部門」（9作品・16分）
        105秒/1作品（司会30秒、自己紹介60秒＋ポスター映写、インターバル15秒）
　　　　　※応募部門の偏りによって、上映数を検討します。
【授賞作品の活用方法について】

①授賞作品は例会後に控える長岡まつりと震災10年事業に向けて、使用させていただきます。
②アオーレホワイエやオーロラビジョンにて放映し、市民の皆様や長岡に来られた方から見ていただけるようにします。
③長岡市内の広報誌にノミネート結果を公表します。

④ノミネート作品をYOUTUBEに投稿し、できるだけ多くの方が閲覧できるようにします。

⑤ノミネート作品をNCTにて放映していただきます。
(2)当日までのスケジュール
12月中旬　　　　長岡市打合せ

1月下旬　　　　 観光課打合せ

3月24日　　　　応募開始
4月22日　　　　事前説明会（1回目）

4月27日　　　　事前説明会（2回目）
6月31日　　　　申込み締切

7月05日　　　　審査会

7月15日　　　　例会当日

8.　参考例からの引継事項

参考：2013年度 青少年育成委員会 7月担当例会「命の道しるべ」

・「市民活動団体補助金」と「アオーレ長岡オープニング記念市民交流助成金」を統合した助成金を申請し、交付を受けました。元々違う部署の助成金だった為、当初申請について審査する体制も整っておらず、窓口となった市民協働推進室の担当者との間で、書類の確認に時間が掛かりました。助成金の申請にあたっては、市の担当者と綿密に情報交換し、協力体制を整えていく事が重要です。

・300インチの大型ビジョンや音響機材など無料で使用できたことは非常に大きな効果を生み出しますが、機材を使いこなすには、事前の練習が必要です。

・短時間だけ聞きたい人は多くいたと考えられますので、立ち見スペースをもっと増やしてもよかったです。また、着席しやすくするため、座席を仕切るロープを何カ所か入れる場所を設ける工夫が必要でした。また、誘導員の配置が有効です。

・メンバーの誘導について、予め講演会会場の席の位置をメール等で告知しておくことで、よりスムーズな誘導ができたと考えます。

・通常利用者のテーブル位置を近づけ過ぎないようにして、お互いが迷惑にならないように検討する必要がありました。

　　　・一般参加者の目標を500名に設定していましたが、遠く及びませんでした。講演会に関心のある市民・団体に対して、もっと積極的に声掛けをする必要がありました。多くの人に参加してほしいという熱意が不足していました。

　　　・アンケートに関して設問が用紙の両面にわたり12問設定したのは多すぎました。アンケートの設問が進むごとに『不明』とカウントした人数が増えていくのは、途中で回答をやめた人が大半です。

・講演会中に喫煙や電話をするなどのメンバーが見られ、一般の参加者に不快な印象を与えることがありました。また、委員会メンバーの中にも、講演会中に笑顔で設営している人が見受けられました。

・委員会PRに時間が掛かり過ぎ、監事講評の時間が遅れてしまいました。

9．本年の工夫と期待される効果
・例会に於いて長岡市が負担する予算については、長岡市観光課と綿密な情報交換の上、速やかに対応できるよう打ち合わせを行います。

・シアターの備品や投影機器の使用については事前の使用確認を行い、使用を円滑に行います。

・メンバーの誘導については事前に周知し、スムーズな誘導に努めます。
・例会中に喫煙や電話を使用する方が見られない様、授賞式中のマナーを徹底致します。
　　　・応募者自らが応募作品の制作段階に於いて、当事者意識を醸成していただき、一人ひとりが長岡の発展に繋がっていることを再認識していただきます。

　　　・例会を通じて自らがまちの発展に於いて当事者であることを再認識していただきます。
　　　・メディアや広報の媒体として使用された作品を視聴いただく事で、長岡をPRするとともに、視聴者から長岡に対する関心を深めていただきます。
10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項
 
(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

【番号】公益目的事業第19項 

【内容】地域社会の健全な発展を目的とする事業
【理由】例会を通じて地域に関する知識を深め、社会の発展に努める。
11.　依頼事項

(1)対内対象者向け

① ドレスコードは、クールビズです。

② 例会セレモニー終了後、授賞式の一般参加者誘導にご協力下さい。

③ 各委員会に於いては一般応募者と同等の条件で作品応募をお願いします。
 (2)LOMスタッフ向け

① 審査会及び例会当日の授賞式審査員アテンドをお願いします。
② LOMスタッフとして一般応募者と同等の条件で作品応募をお願いします。
12.　審議のポイント

①  応募作品の募集方法
13.　予算総額

(1) 金250,000円
(2)(事業計画)収支予算書
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⑫収支予算書
(2)参考資料

　①事業フロー
　②出口調査表
　③備品リスト
　④配布リスト（プレスリリース）
　⑤配布リスト（ポスター）
　⑥参加候補者リスト
　⑦シナリオ（審査会）
　⑧シナリオ（事前説明会）
　⑩シナリオ（7月例会）
　


上程スケジュール

第　1回委員会


平成25年10月18日

第　2回委員会


平成25年11月12日

第　3回委員会


平成25年11月25日

第　4回委員会


平成25年12月10日

第　5回委員会


平成26年　1月10日

第18回(拡大)スタッフ会議
平成26年　1月28日
第　6回委員会


平成26年　1月30日
第　7回委員会


平成26年　2月05日

第14回(拡大)スタッフ会議
平成26年　2月12日　ス協1
第　8回委員会


平成26年　2月17日

第15回(拡大)スタッフ会議
平成26年　2月26日　ス協2
第　5回理事会


平成26年　3月05日　理協1
第　9回委員会


平成26年　3月07日

第　6回理事会


平成26年　3月19日　理協2
第10回委員会


平成26年　4月02日

第　7回理事会


平成26年　4月09日　理協3


今後の上程スケジュール



事業実施後の上程スケジュール



【前回までの流れ(意見と対応)】
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